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特集 新しいまちを創る③／囲碁棋聖戦
市民でつくる開館事業／きらり光る☆地域

特集 支え合う社会を
目指して　　　
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市長室だより

◀
近
藤
市
長
と
大
口
町
の
鈴

木
町
長
（
左
）。
大
口
町
は

製
造
業
が
集
積
す
る
も
の
づ

く
り
の
盛
ん
な
町
で
す
。

堀尾吉晴公
　信長、秀吉、家康という３人の天下人に仕えた堀尾吉
晴公の生涯をまとめようと、縁

ゆかり

のある２市１町で「堀尾
吉晴公共同研究会」を立ち上げました。吉晴公の生誕地
である愛知県大口町、1600年に富田城へ入城し出雲・
隠岐経営の初めの拠点となった安来市、松江城を築き城
下町建設に取り組んだ松江市です。それぞれに残されて
いる850点もの資料等を中心に、中世から近世への時
代を渡世したその生涯や人物像を解明していきたいと考
えています。
　吉晴公は富田城で約10年間過ごしています。また、
亡きがらは、遺言により富田城内の巖倉寺に埋葬されて
います。吉晴公の研究を進めることは、近世の富田城や
城下町広瀬の歴史的位置づけをさらに深めるものと考え
ています。富田城は、戦国時代の尼子氏のときに全盛を
迎えますが、その後は吉川氏、堀尾氏が入城しています。
この間、城郭も戦国の城から近世の姿に移行しています。
専門家からは富田城の価値を「中世から近世城郭の双方
が手つかずのまま残っている点」が評価されています。
　私は経済人としての面でも吉晴公を評価しています。
安来の地から、流通など経済性を重視し、より水利・水
運のよい松江に城下町を建設しました。政治家として先
見性のある人物であったに違いありません。吉晴公の功
績をたどることで、私たちが取り組んでいる現在のまち
づくりの参考にできることがあるでしょう。

2

3

4

8

10

12

13

14

16

17

18

19

20

●

別 刷　市民カレンダー
３月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：支え合う社会を目指して

障がいのある日常
特集：新しいまちを創る③

市民でつくる開館事業

囲碁棋聖戦

圏域市長会通信①

たうんとぴっくす

食育レシピ、数字で見る安来

連載：健康の窓

連載：日本遺産、加納美術館

新着図書の紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

「銀世界に響く大歓声」
　1月22日から降り積もった大雪は平野
部でも約30cmの積雪になりました。市
内では交通が乱れ、農業用ハウスなど建
物にも大きな被害が発生しました。
　一方、子どもたちは久々の大雪に大歓
声。降雪の合間に、雪だるまづくりや雪
合戦などを楽しみました。

撮影日／１月25日　場所／安来保育所（安来町）

信
長

短
市

2017 月号3
も く じ
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市
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
松
江
支

店
は
１
月
13
日
、「
産
業
振
興
等
に

関
す
る
包
括
的
連
携
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
後
は
両
者
で
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
市
内
事
業
所
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
農
産
物
の
販
路

開
拓
、
６
次
産
業
化
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

調
印
式
で
浜
崎
剛
支
店
長
は
「
安

来
市
は
潜
在
力
が
高
く
、
市
の
持
っ

て
い
る
情
報
を
幅
広
く
活
用
し
な
が

ら
産
業
振
興
の
た
め
に
提
案
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏

内
に
あ
る
安
来
市
は
、
出
雲
・
雲
南

両
市
と
と
も
に
２
月
10
日
、
中
国
電

力
株
式
会
社
と
「
島
根
原
子
力
発
電

所
に
係
る
出
雲
市
民
、
安
来
市
民
及

び
雲
南
市
民
の
安
全
確
保
等
に
関
す

る
協
定
（
以
下
、
安
全
協
定
）」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
降
、
安

全
対
策
を
講
じ
る
重
点
区
域
の
範
囲

は
半
径
10
㌔
か
ら
30
㌔
に
拡
大
。
こ

れ
に
伴
い
安
来
市
で
は
原
子
力
災
害

に
対
す
る
地
域
防
災
計
画
や
避
難
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
安

全
協
定
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
・
松

安
来
市
ほ
か
２
市
は
中
国
電
力
と

原
子
力
安
全
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

江
市
の
「
立
地
自
治
体
」
と
、
鳥
取

県
・
米
子
市
な
ど
の
「
周
辺
自
治
体
」

と
で
は
、
協
定
の
内
容
が
異
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
市
は
立
地
自

治
体
と
同
様
の
協
定
を
求
め
て
い
ま

し
た
が
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
今
回

一
定
の
前
進
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断

し
、
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の

増
設
や
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
廃

炉
等
の
重
要
な
計
画
や
変
更
に
つ
い

て
の
同
社
か
ら
の
報
告
に
対
し
て
、

安
来
市
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
、
同
社
は
こ
の
意
見
に
対
し
て
誠

意
あ
る
対
応
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

近
藤
市
長
は
「
今
回
の
協
定
締
結

に
よ
り
、一
層
市
民
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
な
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。
市
民
の
さ
ら
な
る
安
全
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
立
地
自
治
体
と

同
様
の
安
全
協
定
を
同
社
に
求
め
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
と

産
業
振
興
な
ど
に
取
り
組
む

　

安
来
市
、
松
江
市
、
大
口
町
（
愛

知
県
）
は
、
堀
尾
吉
晴
公
の
足
跡
を

調
査
・
研
究
す
る
共
同
研
究
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
各
市
町
が
保
有
す

る
資
料
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
全

国
に
も
呼
び
掛
け
て
資
料
収
集
や
現

地
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
松
江
歴
史
館
で
行
わ

れ
た
共
同
記
者
会
見
で
、
近
藤
市
長

は
「
断
片
的
に
判
明
し
て
い
る
吉
晴

公
の
総
合
的
な
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
平
成
32
年
度
を
目
途

に
報
告
書
を
ま
と
め
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

活
用
す
る
計
画
で
す
。

３
市
町
で
吉
晴
公
共
同
研
究
会

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

▶
浜
崎
支
店
長
（
右
）
は
農
産
物
の
海

外
展
開
も
目
指
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

▶
左
か
ら
近
藤
市
長
、
松
浦
松
江

市
長
、
鈴
木
大
口
町
長
。

▲ 2月 10 日に安来市
消防本部で行われた
調印式の様子。安来
市、出雲市、雲南市と、
中国電力株式会社と
の間で安全協定が締
結されました。
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障
が
い
の
あ
る
日
常
。

　
「
著
者
や
題
名
は
も
ち
ろ
ん
ス

ト
ー
リ
ー
を
聞
か
れ
て
も
す
ぐ
に
本

が
出
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
岩
田
直
子
さ
ん
。
安

来
市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る
岩
田
さ

ん
は
、
足
に
障
が
い
が
あ
り
、
車
い

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
す
岩
田
さ
ん
。
休
日
は
Ｊ
Ｒ
を

使
っ
て
松
江
や
岡
山
ま
で
出
か
け
る

こ
と
も
。
し
か
し
、
ま
だ
不
便
な
部

分
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
で
外
出
す
る
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
の
な
い
場
所
で
人

の
手
助
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
あ

る
施
設
で
は
、
以
前
、
迷
惑
そ
う
な

顔
を
さ
れ
た
の
で
、
次
に
頼
み
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、

支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
て
一
年
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
す

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
安
来
で
暮
ら
す
障
が
い
者
の
今
を
通
し
て

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
考
え
ま
す
。

　
車
い
す
で
通
勤
も
旅
行
も

　
　
　
　
　
　

岩
田
直
子
さ
ん
（
安
来
市
立
図
書
館
勤
務
）

ＣＡＳＥ１

す
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
、
本
の
貸
出
返
却
・
事
務
・

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
返
却
さ
れ
た

本
を
棚
に
戻
す
作
業
も
お
手
の
物
。

十
冊
程
、
膝
に
乗
せ
る
と
車
い
す
を

操
作
し
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
棚
に
戻

し
て
い
き
ま
す
。
担
当
す
る
子
ど
も

図
書
は
棚
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
す

べ
て
一
人
で
こ
な
し
ま
す
。
丁
寧
な

仕
事
ぶ
り
は
同
僚
も
信
頼
を
置
い
て

い
ま
す
。

　

自
宅
の
あ
る
米
子
か
ら
の
通
勤
は

バ
ス
を
利
用
。
バ
ス
の
乗
り
降
り

は
、
備
え
付
け
ス
ロ
ー
プ
で
行
い
ま

す
。
市
役
所
前
で
降
り
る
と
、
車
い

す
で
移
動
。
電
動
車
い
す
は
、
多
少

の
段
差
で
あ
れ
ば
、
な
ん
な
く
進
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
以
前
に
比
べ
て
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
や
広
い

通
路
、
専
用
ト
イ
レ
な

ど
配
慮
し
て
い
た
だ
け

る
施
設
が
増
え
て
き
て

お
り
、
安
心
し
て
出
か

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
入
口
に
段

ボ
ー
ル
箱
が
積
ん
で
あ
っ
た
り
、
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
利
用
者
は
多
く
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
重
要

な
問
題
で
す
。
特
別
な
こ
と
は
求
め

て
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
私
の
よ
う

な
障
が
い
者
が
い
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
少
し
配
慮
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。」

▲通勤する岩田さん
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生
ま
れ
つ
き
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
小
林
ま
す
み
さ
ん
。
視
野
が
狭
く

か
す
か
に
見
え
る
程
度
で
す
。

　

家
で
は
モ
ノ
の
場
所
を
覚
え
、
家

族
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な
が
ら

炊
事
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
ほ
と
ん

ど
一
人
で
こ
な
し
ま
す
。

　

文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
情
報
は
す
べ
て
音
声
で
取
得
し

ま
す
。
時
間
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

な
ど
は
携
帯
電
話
の
音
声
で
聞
き
ま

す
。
10
数
年
前
ま
で
、
視
覚
障
が
い

者
の
情
報
ツ
ー
ル
は
、
テ
ー
プ
や
Ｃ

Ｄ
、
点
字
な
ど
が
一
般
的
で
し
た

が
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
が
主
流
。

「
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
登
場
で

で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
」。
小

林
さ
ん
も
平
成
13
年
か
ら
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
日
課
の
一
つ
。
障
が

い
者
団
体
の
支
部
長
を
務
め
る
小
林

さ
ん
は
、
仕
事
の
文
書
作
成
や
メ
ー

ル
確
認
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
友
人
と

メ
ー
ル
を
か
わ
し
た
り
と
、
毎
日
３

時
間
程
パ
ソ
コ
ン
の

前
で
過
ご
し
ま
す
。

　

画
面
は
全
く
見
え

ま
せ
ん
が
、
パ
ソ
コ

ン
に
は
視
覚
障
が
い

者
用
の
読
み
上
げ
ソ

フ
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
て
お
り
、
画

面
の
文
字
に
カ
ー
ソ

ル
を
合
わ
せ
る
度

に
「
送
信
ボ
ッ
ク
ス
」

「
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど

の
文
字
を
読
み
上
げ

て
い
き
ま
す
。

ＣＡＳＥ２

情
報
や
交
流
は
パ
ソ
コ
ン
で

小
林
ま
す
み
さ
ん
（
広
瀬
町
広
瀬
）　

Let's　study

障がいのこと

　

入
力
も
全
て
音
声
が
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ

と
「
Ｋ
、
Ａ
、
か
」
な
ど
文
字
を
読

み
上
げ
ま
す
。
漢
字
変
換
も
で
き
ま

す
。
例
え
ば
「
や
ま
」
と
打
っ
て
変

換
キ
ー
を
押
す
と
「
山
、
川
の
山
」

と
漢
字
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
小
林

さ
ん
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
素
早
く

文
章
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
視
覚
障
が

い
者
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ブ
上
で

は
画
像
に
情
報
が
付
記
さ
れ
た
も
の

や
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
※
で
情
報
が
添
付
し
て

あ
り
読
め
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ト
自
体
が
複
雑
だ
と
見

る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
い
ま
す
。」

と
、
ウ
ェ
ブ
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

望
ん
で
い
ま
す
。

▲キーボードに突起物があり位置を知
らせます。

※
Ｐ
Ｄ
Ｆ･･･

電
子
文
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
。
相
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
機
種
や
環
境
に
よ
ら
ず
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
障
が
い
の
種
類

　

障
害
者
基
本
法
に
は
、
身
体
障

が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
）、
そ

の
他
心
身
の
機
能
の
障
が
い
（
指

定
難
病
）
の
４
種
類
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
安
来
市
で
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

●
身
体
障
害
者
手
帳

肢
体
不
自
由

１
０
５
９
人

内
部
障
が
い

４
７
３
人

聴
覚･

平
衡
機
能
障
が

い

３
５
６
人

視
覚
障
が
い

１
０
５
人

音
声･

言
語
・
そ
し
ゃ

く
機
能
障
が
い

23
人

●
療
育
手
帳

知
的
障
が
い

３
５
７
人

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

精
神
疾
患

３
３
１
人

●
安
来
市
で
自
立
支
援
医
療
（
精

　

神
通
院
）
を
受
給
し
て
い
る
人

自
立
支
援
医
療
（
精

神
通
院
）

８
２
０
人

※
数
値
は
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
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　平成28年４月に障害者差別解消法が施行されました。この法律
では、自治体や事業所に「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理
的な配慮」を求めています。この聞き慣れない２つの言葉を解説し
ます。

障害者差別解消法から一年 ･･･　　事業者に求められる

合理的な配慮って　　？

不
当
な

　
差
別
的
取
扱
い

　
障
が
い
を
理
由
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
拒
否
や
制
限
は
禁
止
で
す
。

市
内
で
の
取
り
組
み

　
困
っ
て
い
る
の
か

・
そ
の
困
り
ご
と
を
解
消
す
る
た
め

の
適
切
な
配
慮
は
何
か

を
考
え
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
か

ら
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
妨
げ
を

取
り
除
く
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
解
消
法
は
、
行
政
機
関
に
お
い
て

は
法
的
義
務
と
な
り
、
事
業
所
な
ど

は
努
力
義
務
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　鳥取銀行安来支店では「筆談マーク」を窓
口に掲示しています。聴覚の不自由な人が来
店された際に、マーク
を指さすことで筆談で
の対応をスムーズに行
います。筆記対応専用
ボードなどを備え利便
性を高めています。

筆談マークを掲示しています

●
合
理
的
配
慮
の
一
例

・
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、
読
み
上
げ
て
説
明
す
る
。

・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、
筆
談
な
ど
音
声
と
は
別
の
方
法
で
伝
え
る
。

・
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
へ
渡
す
文
書
は
、
ふ
り
が
な
を
付
け
る
。

・
車
い
す
を
利
用
す
る
人
の
た
め
に
段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
渡
す
。

　
※
こ
れ
ら
は
一
例
で
、
そ
の
内
容
は
障
が
い
特
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
・

　
　
状
況
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

●
不
当
な
差
別
の
一
例

・
車
い
す
を
理
由
に
入
店
を
断
わ
る
。

・
本
人
を
無
視
し
て
介
助
者
や
支
援
者
、
付
き
添
い
の
人
だ
け
に
話
し
か
け
る
。

・
学
校
の
受
験
や
入
学
を
拒
否
す
る
。

・
保
護
者
や
介
助
者
が
一
緒
に
い
な
い
と
入
店
を
断
わ
る
。

・
障
が
い
者
向
け
の
物
件
は
な
い
と
言
っ
て
対
応
し
な
い
。

正
当
な
理
由
が
あ
れ
は
、
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
も
し
も
障
が
い
を
理
由
に
差
別
を

受
け
た
場
合
は
、
福
祉
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

何

合
理
的
な
配
慮

　
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
そ
の
障
が

い
の
た
め
に
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

周
囲
の
人
が
配
慮
す
る
こ
と
で
改
善

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
改
善
す

る
た
め
に
で
き
る
範
囲
で
行
う
行
動

を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま
す
。

・
そ
の
人
が
い
つ
、
ど
ん
な
場
面
で

　旅館・さぎの湯荘には、年間十数人のお客さ
んが車いすで来館されます。平成18年に館内を

フラットへ改修し、お風
呂やトイレなど車いす
での移動が可能に。玄
関の段差は可動式の簡
易スロープを備えて対
応します。

車いすで来館できます
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活用ください　市の事業　

●手話通訳者を派遣します
　手話でコミュニケーションを取る聴覚障が
い者のために、手話通訳者の派遣を行ってい
ます。講演会、会議、打合せなど必要な際に
派遣しますのでご活用ください。（有償）

●要約筆記者を活用ください
　要約筆記とは、聴覚障がい者への情報伝達
手段で、会話の内容を文字として伝えること
です。手書きやパソコンを使い、プロジェク

た
ち
一
人
一
人
が
少
し
で
も
障
が

い
を
理
解
し
、
共
に
歩
む
こ
と
で

障
が
い
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
に
と
っ
て
必
要
な
助

け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
障
が
い
特

性
や
場
所
、
状
況
、
個
人
の
性
格

で
も
違
い
ま
す
。
精
神
や
知
的
障

が
い
の
あ
る
人
は
見
た
目
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
人
に
障
が
い

が
あ
る
か
・
な
い
か
は
あ
ま
り
関

係
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
そ
の
人
が
何
に
困
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
今
助
け
が
必

要
か
ど
う
か
、
相
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

互
い
を
認
め
合
い
、
困
っ
て
い
る

人
に
出
会
っ
た
ら
助
け
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

「
梨
の
木
園
」
で
は
、精
神
・
知
的
・

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
約
70
人
が

就
労
支
援
や
生
活
の
訓
練
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
個
々
の
能
力
や
本
人

の
希
望
に
合
わ
せ
て
、
イ
チ
ゴ
・

ナ
シ
の
加
工
や
シ
ー
ル
貼
り
、
段

ボ
ー
ル
加
工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作

業
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
中
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
社
会
的
整
備
は
進
ん

で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

た
ち
が
園
外
に
出
る
と
き
に
ま
ず

行
う
こ
と
は
、
身
障
者
ト
イ
レ
の

確
認
だ
っ
た
り
、
ス
ロ
ー
プ
が
あ

る
か
な
ど
で
す
。
こ
う
い
っ
た
基

盤
整
備
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
社
会
で
暮
ら
す
私

社会福祉法人せんだん会
障害福祉サービス事業所
梨の木園  サービス管理責任者

　 竹内洋二さん

名称 概要等
障がい者のための
国際シンボルマーク

　障がい者が利用できる建物、施設
であることを明確に示す世界共通の
シンボルマークです。
　駐車場などでこのマークを見かけ
たら、障がい者利用への配慮をお願
いします。

身体障がい者標識 　肢体不自由を理由に免許が付され
ている人が車に表示するマークで
す。やむを得ない場合を除き、この
マークを付けた車への幅寄せや割り
込みは禁止です。

耳マーク 　聞こえが不自由なことを表すマー
クです。聴覚障がい者は見た目でわ
かりづらいですが、このマークが提
示されたら、コミュニケーションに
配慮をお願いします。

「白杖シグナル」普及
啓発シンボルマーク

　視覚障がい者のＳＯＳシグナルの
普及・啓発運動マークです。白杖を
頭上 50 センチ程度に掲げている人
を見つけたら、声をかけ、支援を行
いましょう。

覚えよう！

　障がい者に関するマーク

ターなどでスクリーンに映します。（有償）
　また、要約筆記者が聴覚障がい者のとなり
でノートを使い、通訳を行うノートテイクな
どでも活用できます。（無償）
　
●一時的に車いすを貸し出します
　入院している人が、一時的に外出する際など
に必要な車いすを無償で貸し出しています。

■問い合わせ　福祉課℡ 23-3216

INTERVIEW障
が
い
に
関
係
な
く
相
手
の
立
場
で
考
え
ま
し
ょ
う
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富
田
城
整
備
事
業
は
千
畳
平
周
辺
に
着
手
。

総ア

ル

テ

ピ

ア

合
文
化
ホ
ー
ル
と
新
安
来
庁
舎
は
順
調
で
す
。

富
田
城
整
備
事
業

雨
天
時
も
安
全
に
登
城

　

平
成
27
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で

進
め
て
い
る
富
田
城
整
備
事
業
。
山

頂
部
か
ら
七
曲
り
（
登
山
道
）
ま
で

の
工
事
が
終
了
し
、
昨
年
11
月
末
か

ら
山
頂
へ
の
登
頂
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
冬
季
で
も
天
気
の
良
い
日
に

は
多
く
の
皆
さ
ん
が
山
頂
に
立
っ
て

い
る
姿
が
麓
か
ら
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
三
の
丸
の
下

に
広
瀬
の
町
に
突
き
出
た
よ
う
な

「
西
袖
ケ
平
」
と
呼
ば
れ
る
曲
輪
が

出
現
（
写
真
参
照
）。
城
郭
の
見
ど

こ
ろ
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

三
の
丸
か
ら
本
丸
に
か
け
て
は
注

意
喚
起
柵
を
新
た
に
設
置
。
急
峻
な

山
城
を
安
全
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
雨
上
が
り
な
ど
は

転
倒
の
危
険
が
高
か
っ
た
登
山
道
で

あ
る
七
曲
り
も
整
備
。
道
の
位
置
は

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
登
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

ま
す
。
滑
り
止
め
の
工
夫
も
施
し
て

あ
る
の
で
、
雨
天
時
で
も
安
全
に
登

城
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
進
め
て
い
く
工
事
は
、
主

に
「
千
畳
平
」
や
「
馬
乗
馬
場
」
周

辺
に
移
り
ま
す
。
石
垣
保
護
の
た
め

木
々
の
伐
採
や
新
た
な
曲
輪
の
整
備

を
進
め
る
計
画
で
す
。
か
つ
て
、
麓

か
ら
で
も
確
認
で
き
た
千
畳
平
の
石

垣
群
が
、
往
時
の
よ
う
に
姿
を
現
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
工
事
用
道
路
の
建

設
の
た
め
、
一
部
立
ち
入
り
禁
止
区

域
に
な
り
ま
す
。
見
学
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
整
備
事
業

旧
市
民
会
館
の
陶
板
を
再
利
用

　

２
月
か
ら
予
約
受
付
が
開
始
さ
れ

た
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ

ア
」
は
、
今
年
の
９
月
に
開
館
し
ま

す
。
開
館
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
開
館
を
盛
り
上
げ

こ
の
連
載
で
は
、
市
内
で
進
ん
で
い
る
３
つ
の
大
型
事
業
（
富
田
城
・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
・

新
安
来
庁
舎
）
の
現
在
の
様
子
や
進
み
具
合
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▲三の丸から「西袖ケ平」越しに広瀬の町を望む。これまで木々に
埋もれていた曲輪が姿を現しました。（平成 28 年 11 月撮影）

▲整備された七曲り登山道。登
る人と降りる人とのすれ違いも
十分にできる幅になりました。
段差も低く抑えてあり、山頂に
登城しやすくなりました。

シリーズ③
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て
い
こ
う
と
、
皆
さ
ん
が
企
画
す
る

開
館
記
念
事
業
の
募
集
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

工
事
現
場
で
は
、
建
築
工
事
が
終

盤
を
迎
え
、
併
行
し
て
駐
車
場
の
整

地
も
進
み
ま
す
。
一
月
末
時
点
の

建
物
全
体
の
工
事
進
捗
率
は
約
70
・

５
％
。
開
館
に
向
け
て
順
調
で
す
。

　

正
面
右
側
の
小
ホ
ー
ル
で
は
、
内

壁
工
事
の
仕
上
げ
作
業
中
。
こ
こ
で

は
、
旧
市
民
会
館
の
ロ
ビ
ー
壁
面
に

使
わ
れ
て
い
た
地
元
の
窯
元
「
錦
山

焼
」
の
タ
イ
ル
が
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
窯
の
代
表
的
な
色
で
あ
る

辰し
ん

砂し
ゃ

釉
が
、
再
び
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」

で
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
色

彩
は
赤
色
。
た
た
ら
製
鉄
の
炎
と
中

海
に
映
え
る
夕
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ぴ
っ

た
り
の
陶
板
は
ア
ル
テ
ピ
ア
の
雰
囲

気
に
彩
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

新
安
来
庁
舎

フ
ロ
ア
を
見
渡
せ
る
設
計

　

現
庁
舎
の
隣
り
で
工
事
が
進
む
新

安
来
庁
舎
の
建
設
現
場
。
現
在
は
外

壁
工
事
を
ほ
ぼ
終
え
、
外
側
を
覆
っ

て
い
た
足
場
の
解
体
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
外
壁
は
、
鉄
の
質
感
の
あ
る

タ
イ
ル
を
使
い
、「
安
来
ら
し
さ
」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
市
街
地
に
立

つ
庁
舎
は
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
、

落
ち
着
き
を
演
出
し
ま
す
。

　

一
方
、
内
部
で
は
、
下
層
階
か
ら

壁
や
天
井
の
仕
上
げ
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
利
用
が
多
い
窓
口
部
門
を

中
心
に
配
置
す
る
１
階
は
、
広
々
と

し
た
フ
ロ
ア
に
し
て
い
ま
す
。
見
渡

せ
る
こ
と
で
各
種
の
手
続
き
の
窓
口

が
ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ
に
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
待
ち
合

い
や
申
請
時
の
記
入
場
所
な
ど
を
十

分
に
確
保
し
た
配
置
と
す
る
計
画
で

す
。

　

新
庁
舎
は
環
境
に
や
さ
し
い
構
造

で
す
。
事
務
室
の
窓
か
ら
は
春
や
秋

な
ど
の
季
節
に
は
自
然
風
を
採
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
窓
に
は
日
射
熱

を
抑
え
る
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
ま

す
。　

　

２
月
か
ら
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自

家
発
電
設
備
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
。
災
害
に
よ
る
停
電
時
で
も
電
力

が
確
保
で
き
、
業
務
に
支
障
の
な
い

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
内
部
設
備
の
設
置
工
事

や
外
構
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
新
安
来
庁
舎
は
５
月
末
に
建
物

が
完
成
し
、
７
月
末
か
ら
業
務
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

◀アルテピア小ホールの壁面には、
旧市民会館で使われていた錦山焼の
陶板 1402 枚が再利用されています。
炎をモチーフにしたデザインとなっ
て来場者を迎えてくれます。

アルテピアの
ロゴマーク
（実際は赤色）

（上）内装工事が進む
新安来庁舎の１階部
分。フロア全体を見渡
せる広々とした空間で
す。（下）１階の窓口
付近の完成予想図。申
請書などを記入するス
ペースを十分に確保す
る計画です。
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アルテピア『市民でつくる開館記念』事業を大募集！

安来市総合文化ホール「アルテピア」が今年９月にオープンす
ることを記念して、市民の皆さんとともに歩む新しい施設の門
出を華やかにする事業を募集します。多くの皆さんが参加・鑑
賞できる事業で、文化芸術に関する企画を予定している団体か
らの応募をお待ちしております。

第１期募集：平成 29年９月下旬～平成 30年３月実施分
応募期間：平成 29年４月４日～５月 31日

特典

事業名に「開館記念」の名称をつけてください
市指定の名称をつけて事業を実施していただきます。

施設利用料金が無料です
ただし、附属設備利用料金は有料になります。

広報・PRのお手伝いをします
指定管理者の広報媒体を使って、広報を行います。

アルテピアホームページ：http://www.artepia.jp/　安来市文化ホール準備室　TEL：23-3039
　　　　　　　　※第２期（平成 30 年４月～９月実施分）の募集期間は、平成 29 年 10 月以降を予定しています

安来市
地域元気
いきいき
補助金

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

応
援
し
ま
す

市
で
は
、
活
力
あ
る
集
落
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
市
民
が
取
り
組
む
事

業
に
「
地
域
元
気
い
き
い
き
補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
や
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

フレ
ー！

フレ
ー！

■
対
象
団
体
は

自
治
会
や
市
内
に
住
所
が
あ
る

５
人
以
上
で
組
織
し
た
団
体

■
対
象
事
業
は

①
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
美

観
活
動
事
業

例
）
河
川
・
道
路
の
清
掃
、
除

伐
事
業
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等

②
生
活
の
安
全
お
よ
び
安
心
活

動
事
業

例
）
見
守
り
隊
の
新
規
活
動
等

③
イ
ベ
ン
ト
事
業

例
）イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
等　

④
体
育
・
文
化
振
興
お
よ
び
学

習
活
動
事
業

例
）
伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
、

ふ
る
さ
と
学
習
等

⑤
市
民
交
流
事
業

例
）
地
域
間
交
流
、
世
代
間
交

流
等

⑥
そ
の
他
地
域
活
性
化
の
た
め

の
事
業

例
）
地
域
活
性
化
の
た
め
の
団

体
立
ち
上
げ
等

■
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

①
実
施
主
体
が
法
人
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
除
く
。）
の

事
業

②
営
利
活
動
、
政
治
活
動
ま
た

は
宗
教
活
動
と
認
め
ら
れ
る
事

業③
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
３
カ

年
間
受
け
た
事
業

④
補
助
対
象
経
費
が
７
万
５
千

円
未
満
の
事
業

⑤
市
の
他
の
助
成
を
受
け
て
い

る
事
業

■
補
助
金
の
額
は

１
事
業
あ
た
り
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
、
20
万
円

を
上
限
額
と
し
、
下
限
額
は

５
万
円
。（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
対
象
の
経
費
は

事
業
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必

要
な
最
低
限
の
経
費
と
し
ま

す
。

※
主
な
対
象
外
経
費
：
団
体
の

運
営
費
、
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

に
係
る
経
費
、
団
体
構
成
員
へ

の
謝
金
、
ス
タ
ッ
フ
弁
当
代
・

会
議
の
茶
菓
子
代
な
ど

■
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

申
請
の
受
付
開
始
は
４
月
１
日

か
ら
で
す
が
、
事
前
に
担
当
課

ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

　問い合わせ先
▼安来地域：地域振興
課☎ 23-3070
▼広瀬地域：広瀬地域
センター☎ 23-3201
▼伯太地域：伯太地域
センター☎ 23-3303

条件

問

施設の紹介▼大ホール：1008 人（1 階：
735 席、２階：253 席、多目的室：20 席）
▼小ホール：300 人（移動席：225 席、可
動席：72 席、多目的室：３席）▼展示室、
会議室、練習室、市民ロビー、市民ラウ
ンジほか、駐車場台数：533 台

▲東比田の永田集落で行われたシ
バザクラ祭り（平成 28 年４月）。
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間もなくデビュー

新・ご当地グルメ 安
来
産
ど
じ
ょ
う
＋
新
し
い
料
理

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
名
物
を
開
発

　

市
と
市
観
光
協
会
は
、
飲
食
店
、

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
う
生
産
組
合
と
協
力

し
て
新
た
な
ド
ジ
ョ
ウ
料
理
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
計
画
を
進

め
、
こ
れ
ま
で
に
50
回
以
上
も
検
討

会
や
試
食
会
を
開
催
。
試
行
錯
誤
の

末
、
内
容
が
ほ
ぼ
決
定
し
来
月
に
は

一
般
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

発
売
予
定
の
料
理
は
「
安
来
ド

ジ
ョ
ウ
寿
司
」。
全
国
に
は
押
し
寿

司
と
し
て
ド
ジ
ョ
ウ
の
伝
統
料
理
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
寿
司
は
全
く

新
し
い
も
の
に
。
に
ぎ
り
や
軍
艦
巻

き
な
ど
の
９
種
類
の
ド
ジ
ョ
ウ
寿

司
と
、
従
来
の
も
の
と
は
異
な
る

新
・
柳
川
鍋
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
料
理
に

は
な
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
料

理
人
が
共
同
で
一
つ
の
料
理
を
開
発

す
る
の
が
、
今
回
の
特
徴
の
一
つ
で

す
。

　

使
用
す
る
食
材
は
全
て
が
安
来

産
。
ご
当
地
グ
ル
メ
を
名
乗
る
か
ら

に
は
と
こ
と
ん
地
元
産
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚
で
も
楽
し
め

る
よ
う
に
ザ
ル
や
豆
し
ぼ
り
な
ど
安

来
節
ゆ
か
り
の
グ
ッ
ズ
な
ど
で
料
理

を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
料
理
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ

い
て
商
工
観
光
課
の
担
当
者
は
「
県

外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
ラ
ン
チ
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
市

内
で
食
事
を
取
る
こ
と
で
滞
在
時
間

が
増
え
、
経
済
的
な
波
及
効
果
が
生

ま
れ
る
」
と
、
新
料
理
開
発
に
期
待

を
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
観
光
客
が
興
味
を
持
つ

た
め
に
安
来
に
し
か
な
い
も
の
、
安

来
ら
し
さ
を
追
求
し
ま
し
た
」
と
、

開
発
に
あ
た
っ
て
の
こ
だ
わ
り
を
強

調
し
ま
す
。

　

新
料
理
の
デ
ビ
ュ
ー
は
３
月
末
。

同
一
メ
ニ
ュ
ー
・
料
金
で
、
市
内
の

５
店
舗
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　安来市では平成12年からドジョウ養殖事業に取り組んでい
ます。生産量は年間約４トン、全国で 2番目の産地です。約
50軒の農家が休耕田などを活用して育てています。骨が柔ら
かく、臭みが少ないのが特徴です。
　今回の新料理には約20匹のドジョウをふんだんに使用。国
内有数の産地であることと、独自の養殖技術による特徴が、
新料理の開発を可能にしました。

▲料理の最終調整を行う関係者

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
う
を
は
じ
め
地
元
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
「
安
来
ド
ジ
ョ
ウ
寿
司
」
が
間
も
な
く
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

市
内
へ
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
観
光
客
の
昼
食
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
開
発
。
市
内
５
店
舗
で
、
同
一
メ
ニ
ュ
ー
・
料
金
で
提

供
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ　商工観光課☎ 23-3340

「安来ドジョウ寿司」

3月末デビュー
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市
内
全
域
に
雪
が
舞
っ
た
１
月
14

日
・
15
日
、
囲
碁
の
国
内
最
高
位
の

タ
イ
ト
ル
戦
第
41
期
棋
聖
戦
七
番
勝

負
第
１
局
が
古
川
町
の
さ
ぎ
の
湯
荘

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
６
タ
イ
ト
ル
保
持
者
の
井
山

裕
太
棋
聖
に
河
野
臨
九
段
が
挑
戦
。

静
寂
の
中
、
立
会
人
の
趙
治
勲
名
誉

名
人
の
合
図
で
井
山
棋
聖
が
先
手
を

打
ち
、
対
局
が
始
ま
り
ま
し
た
。
熱

戦
は
２
日
間
に
わ
た
り
、
15
日
午
後

６
時
56
分
、
河
野
九
段
が
１
７
８
手

で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

安
来
節
演
芸
館
で
は
棋
聖
戦
に
あ

わ
せ
て
、
囲
碁
大
会
や
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
指
導
碁
を
開
催
。
参
加
者

１
１
０
人
の
内
、
小
・
中
学
生
が
多

く
、
若
い
世
代
の
囲
碁
熱
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
大

人
と
小
学
生
が
碁
盤
を
囲
み
打
ち
合

う
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
、
小
学
生
が

繰
り
出
す
妙
手
に
思
わ
ず
う
な
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

13
日
は
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
で
前

夜
祭
を
行
い
、
鉄
砲
隊
や
ど
じ
ょ
う

す
く
い
な
ど
で
お
も
て
な
し
。
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

囲
碁
タ
イ
ト
ル
戦

安
来
で
初
開
催

　
友
達
と
来
場
し
た
松
原
く
ん

は
、小
学
２
年
生
か
ら
囲
碁
を
習
っ

て
い
ま
す
。「
安
来
で
こ
ん
な
す
ご

い
対
局
が
観
れ
る
な
ん
て
楽
し
み

で
す
。
友
達
と
観
戦
し
ま
す
」。

①井山裕太棋聖の先手で始まった対局②プロと真剣なまなざしで打つ参加者。
③前夜祭では安来高校囲碁同好会の生徒が花束贈呈④小学生の好手にうなるベテラン棋士

　
高
校
の
囲
碁
全
国
大
会
に
出
場

経
験
が
あ
る
漆
原
さ
ん
。「
一
般

の
人
と
打
て
て
楽
し
か
っ
た
。
こ

れ
を
機
に
安
来
で
も
囲
碁
が
盛
り

上
が
っ
て
ほ
し
い
」。

　
森
脇
く
ん
は
、
プ
ロ
棋
士
と
対

局
し
、
ハ
ン
デ
ィ
戦
な
が
ら
勝

利
。「
石
が
混
み
合
っ
た
と
こ
ろ

が
上
手
だ
と
褒
め
て
も
ら
っ
た
。

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」。  安来ー中２年

松原優斗くん
 安来高校囲碁部
漆原友紀さん

  美保関小２年
森脇健弘くん

interviewinterview
　
囲
碁
大
会
に
参
加

し
た
若
い
棋
士
た
ち

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

①
②

③④
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安
来
市
は
地
理
的
・
歴
史
的
に
つ

な
が
り
の
あ
る
周
辺
自
治
体
と
と
も

に
「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
広
報
や
す
ぎ
で
圏
域
市
長
会
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

圏
域
の
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

産
業
や
都
市
機
能
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
各
市
が
連
携
・
補
完
し
合

う
こ
と
で
、
圏
域
全
体
の
発
展
を
一

体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

行
政
上
の
共
通
課
題
等
に
つ
い
て
連

絡
調
整
を
行
い
、
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

　

構
成
自
治
体
は
、
安
来
市
、
松
江

市
、
出
雲
市
、
米
子
市
、
境
港
市
と

大
山
圏
域
（
鳥
取
県
西
部
７
町
村
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）
で
す
。

・
平
成
６
年
６
月
：
中
海
圏
域
４
市

連
絡
会
議
が
発
足
。

・
平
成
７
年
２
月
：
中
海
圏
域
４
市

連
絡
協
議
会
が
発
足
。

・
平
成
19
年
７
月
：
中
海
市
長
会
を

設
立
。

・
平
成
24
年
４
月
：
中
海
市
長
会
に

出
雲
市
と
大
山
圏
域
を
加
え
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
を

設
立
。
構
成
自
治
体
が
拡
大
す
る
。

・
平
成
27
年
７
月　

圏
域
市
長
会
で

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
。

　

昨
年
度
に
策
定
し
た
総
合
戦
略
の

目
標
は
、「
県
境
を
越
え
た
広
域
連

携
に
よ
り
、
圏
域
人
口
60
万
人
の
維

持
を
図
る
」
で
す
。
こ
の
戦
略
を
も

と
に
、
人
口
流
出
を
防
ぐ
ダ
ム
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
べ
く
、
経
済
界
と
も

連
携
し
、
圏
域
一
体
と
な
り
地
方
創

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
主
な
事
業

▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・
展

示
会
：
圏
域
外
か
ら
発
注
企
業
を
招

致
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進
：
平

成
28
年
度
は
12
月
末
ま
で
に
33
回

（
約
４
万
人
）
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

境
港
に
寄
港
し
、
受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
と
は

こ
れ
ま
で
の
歩
み
（
沿
革
）

平
成
28
年
度
の
取
り
組
み

山陰
いいものマルシェ
　　　　in 出雲

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

を
中
心
に
、
山
陰
の
逸
品
を
一

堂
に
集
め
て
販
売
す
る
「
山
陰

い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」
が
３
月

５
日
（
日
）、
出
雲
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

良
質
な
農
水
産
品
や
加
工

品
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
山
陰
が

誇
る
選
り
す
ぐ
り
の
「
い
い
も

の
」
が
集
ま
り
ま
す
。

情
報
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://sanin-iim
ono.jp/

）

で
順
次
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
概
要

・
日
時　

 

３
月
５
日
（
日
）
11

時
～
16
時　

※
荒
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

・
場
所　

Ｊ
Ｒ
出
雲
市
駅
北
口

側
周
辺(

出
雲
市
今
市
町)

・
店
舗　

 

70
店
舗

主
催　

山
陰
い
い
も
の
マ
ル

シ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会

　これまでは各市が別々のスマー
トフォン用観光アプリケーション
を導入していましたが共通化を
することに。観光客の皆さんが圏
域を周遊しやすいようになります。
日本語・英語に対応しています。
　利用するには専用のアプリケー
ションをダウンロードする必要が
あります。

　　　　（４月配信開始予定）

中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
通信①
問い合わせ：市長会事務局
（☎ 0852-55-5056）

この圏域は日本海側の主要都市
圏で第 3位の人口集積地です。

出雲市

松江市 境港市

米子市

宍道湖宍道湖
中海中海

安来市 大山圏域
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たうん

とぴっくす

まちの話題や出来事を紹介します
夢事業の先生は
スサノオマジックの選手
　島根スサノオマジックの選手が１月31日、社日
小学校を訪れ、３年生以上を対象に「夢授業」を
行いました。プロのスポーツ選手との交流を通じ
て夢に向かって努力する大切さを感じてもらうこ
とを目的に開催されています。
　この日、同校を訪れたのは寒竹選手と山本選手。
プロを目指した理由や努力したことなど、自分の
体験を児童たちに語りました。
　６年生の原健人君は「試合は観戦したことがあ
るけど、近くで見ると大きくてびっくりした。こ
れからも休み時間にはバスケットボールがしたく
なった」と話してくれました。

　山中鹿介などが登場するドラマの撮影が広瀬町内で
あり、メガホンを持つ錦織良成監督らスタッフが撮影
祈願のため富田城跡にある尼子神社を訪れました。ど
じょっこテレビを運営する山陰ケーブルビジョン開局
30周年を記念して制作されるこのドラマのタイトル
は「質実剛健」。鹿介役に EXILE TRIBE の小林直己さん
が登場します。
　錦織監督は「クランクイン初日に鹿介ゆかりの神社
に祈願できてよかった。改めて撮影に決意を持ちまし
た」と話しました。

▼このドラマは３月以降、どじょっこテレビをはじめ
全国のケーブルテレビで放送される予定です。

　中央が錦織監督。

錦織監督が尼子神社で
ドラマ撮影の無事を祈願

今月の一枚

島根スサノオマジックホーム戦
日時　３月19日（日）13：00試合開始
会場　安来市民体育館
対戦相手　香川ファイブアローズ

つばきの里の寒椿展
　１月21・22日に宇賀荘交流センター
で開催された第14回寒椿展。寒さを忘れ
させてくれる美しい花を目当てに多くの
人が来場しました。
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　今春就職する高校生を対象にした「島根県就職
内定者合同研修」安来会場が２月３日、学習訓練
センターで開催されました。職業訓練法人安来地
域能力開発振興協会と市が共催したもので、市内
２校の高校生66人が参加しました。
　研修では、先輩社員の体験談や地元の地域資源
などについて受講。このうちビジネスマナー基礎
講座では、自己紹介や電話応対、名刺交換などの
話を聞いた後、グループに分かれてお互いに実践
し合っていました。

地域の課題は住民で解決、
「幸せ」感じる地域おこしを

　地方創生を考える講演会が２月５日、広瀬中央交流
センターで開催され、交流センター関係者や一般市民
など約250人が来場しました。１部は、交流センター
を核に地域課題を住民で解決していく市の「がんばる
地域おこし支援事業」の発表会。このうち今年度、「地
域ビジョン」づくりを進めている宇波交流センターは

「住民が不安に感じることの共通認識を持つことで解
決への足並みがそろい始めた」と報告しました。これ
に対し助言者である県社会教育課の横田社会教育主事
は「住民の不安や危機感が地域課題を考えるきっかけ
となる。まずは住民同士の学び合いが大切」とアドバ
イスしました。
　２部は、コミュニティデザイン学を専門とする東北
芸術工科大学の山崎亮教授が講演。「イベントは未来
を見据えた事業にしなければならない」と強調。その
上で「取り組む人の幸福度を目安にしていかなければ
事業は続かない」と、自分たちが楽しいと思うことが
大切であると話しました。

文化財を守る自衛消防団
　１月26日の「文化財防火デー」に合わせて消防
や文化財関係者が、清水寺や金屋子神社などの消
火設備を点検しました。
　この内、清水寺ではお寺や旅館などで組織する
清水自衛消防団が放水訓練を実施。国や県指定の
文化財が数多く存在する寺内では、万が一のとき

に備え、防火の
取り組みがなさ
れています。
　 放 水 訓 練 後
は、消防担当者
が「有事の際は
協力し合って対
応してください」
と講評。その後
は、建物内外の
消火栓や危険箇
所がないかなど
を点検して回り
ました。

もうすぐ新社会人
就職予定の高校生が研修

◀
講
座
で
は
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
練
習

し
ま
し
た
。

◀発表会では宇波・
赤 屋・ 十 神・ 赤
江・ 母 里 交 流 セ
ンターの代表か
ら取り組みの経
過が報告されま
した。

▶山崎教授の提唱
する「町の幸福
論」は、小学６
年生の国語の教
科書にも紹介さ
れています。
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和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ

今
こんげつ

月の数
すうじ

字は

　皆
みな

さんは買
か

い物
もの

に行くときには、お財
さ い ふ

布のほか
に何

なに

か持
も

っていきますか？今では「マイバッグ」
と答

こた

える人が多いのではないでしょうか。
　安来市は平成23年度から小

こ う り て ん

売店などの事
じぎょうしゃ

業者
と地

ちき ゅ う お ん だ ん か

球温暖化対
たいさく ち い き き ょ う ぎ か い

策地域協議会との３者
しゃ

で協
きょうてい

定を結
むす

び、レジ袋
ぶくろ

の削
さくげん

減に取り組んでいます。マイバッ

グの利
り よ う

用でごみの減
げんりょうか

量化、資
しげ ん せ つ や く

源節約、温
おん し つ こ う か

室効果ガ
スの削減を目

め ざ

指すとともに、環
かんきょう

境に優
やさ

しいライフ
スタイルへ変

か

えていくことを目
もくてき

的としています。
　協定事業者は、レジ袋が必

ひつよう

要な人には有
ゆうりょう

料で
販
はんばい

売し、その収
しゅうえききん

益金は同協議会へ寄
き ふ

付されていま
す。同協議会では、寄付された収益金をもとに、
市内小学校で取り組まれる環

かんきょうほぜんかつどう

境保全活動に補
ほ じ ょ

助を
行っています。
　開

か い し と う じ

始当時は45％程度だった持
じ さ ん り つ

参率は、今では
90％超

ご

え。マイバッグを持って買い物をしてい
る人を多く見かけるようになりました。マイバッ
グの利用は、手

て が る

軽に始めることができるエコ活
かつどう

動
の一つです。まだマイバッグを使ったことがない
人は、一

いっしょ

緒に「レジ袋はいりません」と言ってみ
ませんか。
　　　　　　　　　　　　　　（環

かんきょうせいさくか

境政策課）

数字でみる
安来市

大根もち

for kids

（材料）　　　　　（10個分）
大根　　　　　　　250 ｇ
白玉粉　　　　　　200 ｇ
青ねぎ　　　　　３～４本
桜えび（干）　　　　20 ｇ

お好みで
ポン酢　　からし醤油など

　塩分
 約 0.1g

86
　Kcal

（作り方）
①皮をむいた大根をおろし金ですりおろす。
②白玉粉に①と小口切りにした青ねぎ、桜えびを入
れてよく混ぜ、10等分に分ける。それぞれ直径
５cm程度の円形にのばす。

③フライパンに薄く油をひき、②を並べて、ふたを
して焼く。

④火が通ったらひっくり返してふたをせずに、さら
に焼く。

⑤お好みでポン酢・からし醤油など
でお召し上がりください。

大根が嫌いな人でも、
香ばしさで食べることができますよ

「90%」だよ

※１個あたり

※マイバッグ持参率数値：協定事業者を
　対象に行う年２回の調査による

胃にやさしく

食べやすいです
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３月１日～７日は子ども予防接種週間

子どもの予防接種を忘れずに
■問い合わせ　子ども未来課℡ 23-3222

免疫をつくる助けとなる予防接種 受ける年齢（月齢）と種類
　お母さんが赤ちゃんにプレゼントした‟病気に対する抵抗
力”（免疫）は、百日ぜきで生後３カ月までに、麻しん（はしか）
では生後12力月までに自然に失われていきます。そのため、こ
の時期を過ぎると、さまざまな感染症にかかりやすく、なかに
は深刻な合併症や後遺症をおこしたり、命を落としたりする危
険もあり、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する必要
があります。その助けとなるのが予防接種です。

定期接種の
種類 対象者・期間

ヒブ・小児用肺
炎球菌 生後２力月～５歳未満

B型肝炎	 生後２力月～１歳未満

四種混合（ジフ
テリア・破傷風・
百日せき・ポリオ）

生後３力月～７歳６力
月未満

BCG	 生後５カ月～１歳未満

麻しん風しん混
合（１期・２期）

１期：生後１歳～２歳未満
２期：保育所・幼稚園等
の年長児

水痘（みずぼうそう）生後１歳～３歳未満

日本脳炎	
１期：生後６力月～
　　　７歳６カ月未満
２期：９歳以上13歳未満

二種混合（ジフ
テリア・破傷風）11歳以上13歳未満

子宮頸がん予防
（HPV）	

小学６年生～高校１年
生の女子
※現在、積極的な勧奨を
行っていません

接種前の準備
●当日は、お子さんの状態をよく観察し、普段と変わったとこ
　ろがないことを確認しましょう。
●予防接種ガイドを読み、必要性や副反応などを理解しましょう。
●接種にはお子さんの母子健康手帳が必要です。前回からの接
　種間隔を確認したり、重複接種を防いだりと、安全に実施す
　る上で大変重要な情報が記載されています。
●予診票がないと予防接種はできません。予診票を紛失した場
　合は、子ども未来課までご相談ください。

接種後に注意すること
●接種後30分は反応が出やすいので特に注意が必要です。
●接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、
　速やかに医療機関を受診しましょう。
●接種後は普段どおりの生活でよいです。ただし、興奮させた
　り、激しい運動をさせたりすることは避けましょう。
●お風呂は差し支えありませんが、注射した部位をこすること
　は控えましょう。
●接種後に発熱や下痢などが起きても、それがワクチンによる
　ものかはわかりません。受診するかどうか迷う場合は、かかり

　予防接種は、ワクチンを安全に接種で
きて、高い効果が得られる年齢が決めら
れています。

　つけ医、または子ども
　未来課までご相談く
　ださい。

接種方法
　市内の協力医療機関で実施します（BCG
のみ集団接種）。希望する医療機関にあ
らかじめ予約をして、お出かけください。
接種費用はすべて無料です。

　ワクチンで防げ
る病気は、ワクチ
ンで防ぎ、大切な
お子さんの健康と
命を守りましょう。

おたふくかぜ予防接種（任意接種）
　市では１歳以上就学前のお子さんを
対象に接種費用の一回分を無料で実施
しています。詳しくはホームページを
ご覧いただくか、子ども未来課までお
問い合わせください。

健康の窓
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連
載
６　

日
本
遺
産
で
注
目
さ
れ
る
「
た
た
ら
」

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目

　

３
市
町
で
構
成
す
る
鉄
の
道
文
化
圏

推
進
協
議
会
で
は
、
日
本
遺
産
の
認
定

を
契
機
に
来
訪
者
の
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
制
作
、
首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
遺
産
認
定
に
加
え
、
今
後
、
た

た
ら
が
注
目
を
集
め
る
機
会
が
次
々
と

や
っ
て
き
ま
す
。
平
成
29
年
５
月
に
は

映
画
「
た
た
ら
侍
」
が
公
開
、
今
春
に

は
JR
西
日
本
「
瑞
風
」
が
運
行
さ
れ
菅

谷
た
た
ら
が
訪
問
地
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
JR
西

日
本
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が

展
開
さ
れ
る
予
定
で
、
相
乗
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
古
来
の
「
た
た
ら
」
は

企
画
展「
洋
画
家 

山
﨑
修
二
の
世
界
」

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０
　
　

海
外
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
定

後
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
取
材
も
増
え
て
い
ま
す
。
た

た
ら
を
通
じ
て
、
圏
域
の
独
自
の
文
化

し
ま
し
た
。

　

た
た
ら
の
「
火
の
色
」
と
、
千
年
以

上
も
前
か
ら
た
た
ら
に
よ
っ
て
育
ま
れ

て
き
た
風
土
（「
里
の
音ね

」
と
表
現
）
が
、

人
と
自
然
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
未
来

へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
思
い
を
意
図

し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
神
代
か
ら
続
く

鉄
づ
く
り
を
刀
で
表
現
し
、
た
た
ら
製

鉄
の
炎
と
た
た
ら
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

棚
田
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

た
た
ら
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
和
鋼
博
物
館
（
電

話
23-

２
５
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

加
納
美
術
館
で
は
、
３
月
18
日

（
土
）
か
ら
企
画
展
「
洋
画
家
山
﨑

修
二
の
世
界
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
山
陰
の
風
土
と
人
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
多
く
の
人
材
を
育
て

た
洋
画
家
山
﨑
修
二
（
１
９
１
０-

２
０
０
１
）の
没
後
初
の
回
顧
展
で
す
。

　

安
来
市
上
吉
田
町
出
身
の
山
﨑

は
、
若
い
頃
に
セ
ザ
ン
ヌ
や
マ
チ
ス

ら
後
期
印
象
派
に
憧
れ
ま
し
た
。
加

納
莞
蕾
と
の
出
会
い
を
通
し
て
画
家

に
な
る
決
心
を
固
め
、
そ
の
後
斎
藤

与よ

り里
に
師
事
し
ま
す
。

　
「
絵
画
は
本
格
的
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
斎
藤
の
教
え
を
胸

に
常
に
修
養
を
心
が
け
、「
自
分
は

一
生
を
一
介
の
画
学
生
と
し
て
真
剣

に
生
き
た
い
」
と
い
う
決
意
を
貫
き

ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
後
期
印

象
派
の
絵
画
が
島
根
に
根
を
下
ろ
し

て
独
自
の
美
術
を
創
り
出
し
た
過
程

を
一
人
の
画
家
の
生
涯
を
通
し
て
た

ど
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
安
来
の
思
い

出
を
描
い
た
未
公
開
作
品
も
多
数
出

品
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
当
館
館
長
の
講
演
「
洋
画
家

山
﨑
修
二
の
世
界
―
後
期
印
象
派
か

ら
の
美
の
系
譜
―
」
を
予
定
（
無
料
・

予
約
不
要
）。
詳
し
く
は
美
術
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

↑

安
来
市
出
身
画
家
没
後
初
の
回
顧
展　

３
月
18
日
～
５
月
22
日

《会期》３月18日（土）～５月22
日（月）まで。毎週火曜日は休館。
《開館時間》９時から 16時 30分。
ただし入館は 16 時まで。
《入館料》一般 1000 円、学生（高
校生以上）500 円、団体（20 人
以上）800 円。

企画展「洋画家山﨑修二　
　　　　　　　　の世界」

や
風
土
な
ど
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
火
の
色 

里
の
色 

　
　
　
　
人
つ
な
ぐ
」

　

鉄
の
道
文
化
圏
で

は
、
日
本
遺
産
認
定
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

▲日本遺産認定後は、多くの人が
たたらに興味を持つようになりま
した。

▲山﨑修二「順子八歳像」（昭和 20
～ 22 年）　島根県立美術館蔵
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book図書館からのお知らせ

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　 検索

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

「飛田和緒の郷土汁」

著　者　飛田和緒  
出版社　世界文化社

　郷土料理は、
地域で採れる特
産物や風土にあ
わせて育まれた
料理です。この
本は、47都道府県の汁ものを集
めレシピと共に紹介。島根県の
ページは「しじみ汁」「のっぺい汁」
が掲載されています。（中）

著　者　江上剛
出版社　講談社

　リストラされ
た主人公の就職
先は、実家の昔
ながらの「街の
電器屋さん」。「大
型家電量販店」と「インターネッ
ト通販業者」に勝てるのでしょう
か。零細商店の生き残りに奮闘す
る主人公に感動します。（山）

「家電の神様」

紅い月� 今井絵美子
アスリートの心理学� 中澤史
あなたのゼイ肉、落とします�垣谷美雨
あなたの眼鏡はここが間違っている
� 藤裕美
「あの国」はなぜ、日本が好きなのか
� 「ニッポン再発見」倶楽部
今こそ永遠 河井寛次郎 ～ふる
さと未来への言伝へ～� 安来市

いまさら翼といわれても� 米澤穂信
第45代アメリカ大統領誕生トランプ！
� 渡邉哲也
オオカミから犬へ！
� ハドソン・タルボット
おかしなおかし� 石津ちひろ
きみに聞いてほしい
� バラク・オバマ
ざしきわらし� 柳田国男
いきものかいかた図鑑
� 浅井ミノル

その他　新刊図書

著　者　長岡弘樹
出版社　祥伝社

「時が見下ろす町」

　街のシンボル
である大きな時
計台。その時計
台が見下ろす場
所で起きた、犯
罪やトラブルなどが過去に遡り
描かれます。「教場」で注目の
著者が切れ味鋭く、最後にほっ
こり心を温めてくれる作品で
す。（田）

崎ぶたぶた」さんです。この最
新作では、ぶたぶたさんが飲み
屋の店主になり読者を美味しい
料理でおもてなしします。（川）

「居酒屋ぶたぶた」

著　者　矢崎存美
出版社　光文社
　見た目はかわ
いいぶたのぬい
ぐるみ、中身は
心優しい中年男
性。それが「山

「お話は土の城のテラスで
　西アフリカ・トーゴの昔話集」

　外国の昔話を
読むのが楽しい
のは、その土地
の文化や習慣が
なんとなく伝わっ

著　者　和田正平
出版社　メディアイランド

てくるから。西アフリカのトー
ゴという国にダンベルマという
村があります。そこに伝わる昔
話を紹介した本です。（須）

日時　３月12日㈰
　　　16時～17時
場所　安来市立図書館

奏者　島根ホルンクラブ

著　者　高橋矩彦
出版社　（株）スタジオタック
　　　　　　クリエイティブ

「簡単！住まいの
　　ＤＩＹマニュアル」

　珪
けいそう

藻土・漆
しっくい
喰

を使って、すて
きで機能的な壁
を手に入れる。
そんなハウツー
を伝授する実用書です。ＤＩＹ
な暮らしに挑戦してみたい人の
参考になる 1冊です。（若）

美しい音色の世界へ

スプリングコンサート
～ホルンの不思議な響き～
　ホルンの魅力の一つは音色にあります。細くとても長い管は、力強
い音からやわらかい音まで出すことができ、音域が広いため同じ楽器
でハモることができます。島根で活動する名手たちが奏でるホルンの
魅惑の音色をお楽しみください。問 安来市立図書館　℡ 22-2574 
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永
久
選
挙
人
名
簿
登
録
と
縦
覧

登
録
対
象
者　
平
成
11
年
３
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
28
年
12
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
し

て
い
る
人
。

縦
覧
期
間　
３
月
３
日
㈮
～
７

日
㈫
８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会

（
安
来　

）

異
議
の
申
出　
登
録
さ
れ
る
資

格
が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間

中
に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
23-

３
１
３
５

小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
へ

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

を
送
付
し
ま
す

　

４
月
か
ら
小
学
校
・
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
中

学
３
年
生
ま
で
使
用
で
き
る
乳

幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

（
水
色
）
を
３
月
下
旬
に
郵
送

で
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
一
年
生
と
な
る
お
子
さ
ん

が
現
在
お
使
い
の
乳
幼
児
等
医

療
費
受
給
資
格
証
は
、
３
月
31

日
ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。
４
月
１
日
か
ら
は
新
し
い

資
格
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

安
来
市
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費

の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

行　

政

70
歳
以
上
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
更
新

制
度
が
変
わ
り
ま
す

70
歳
以
上
～
75
歳
未
満
の
人

　

高
齢
者
講
習
時
間
が
２
時
間
と
な
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人

　

認
知
機
能
検
査
に
よ
っ
て
講
習
内
容
が
変
わ
り

ま
す
。
特
に
検
査
の
結
果
、
運
転
に
必
要
な
能
力

が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
医
師
の
診
断
を
受

け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
認
知
症
と

判
定
さ
れ
た
場
合
、
運
転
免
許
の
取
り
消
し
や
停

止
処
分
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
通
違
反
の
際
も
検
査
が
あ
り
ま
す

　

信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
な
ど
の
違
反
を
す
る
と

臨
時
の
認
知
機
能
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

臨
時
検
査
の
結
果
、
運
転
に
必
要
な
能
力
が
前

回
よ
り
低
下
し
た
人
は
、
臨
時
の
高
齢
者
講
習
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
講
習
で
能
力
が

「
低
い
」
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
運
転
免
許
更
新

時
と
同
じ
く
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、
認
知
症
と

診
断
さ
れ
れ
ば
、
運
転
免
許
の
取
り
消
し
や
停
止

処
分
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
島
根
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
５
２-

36-

７
４
０
０

３
月
12
日
ス
タ
ー
ト

75歳以上の運転者の免許更新

認
知
機
能
検
査

運
転
に
必
要
な
能
力

Ⅰ. 心配ない

Ⅱ. 少し低い

Ⅲ. 低　　い

高齢者講習
　２時間

高齢者講習
　３時間

医師の判断
認知症でない

認知症 停止
取消

免
許
継
続

免
許
更
新

※免許更新時の高齢者講習は医師の診断の前に
　受講することができます。

申
問

庁

問 問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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軽
減
税
率　
車
種
区
分
に
よ
り

概
ね
75
％
～
25
％
軽
減　

　

税
務
課
℡
23-

３
０
４
０

都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

　

島
根
県
で
は
、
広
瀬
都
市
計

画
区
域
に
お
け
る
、
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計

画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の

変
更
を
行
う
た
め
、
原
案
に
つ

い
て
の
縦
覧
、
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
公
聴
会
で
意
見
公
述
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
島
根
県
都

市
計
画
課
、
ま
た
は
安
来
市
都

市
政
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
意
見
公
述
の

申
し
込
み
が
無
か
っ
た
場
合
は

平
成
28
年
度
に
適
用
さ
れ
た

グ
リ
ー
ン
化
特
例
措
置
が

１
年
間
延
長
に
な
り
ま
し
た

　

グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
は
、
一

定
の
環
境
性
能
を
満
た
す
車
両

に
つ
い
て
税
率
を
１
年
度
分
の

み
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新

規
登
録
を
し
た
四
輪
及
び
三
輪
の

軽
自
動
車
で
、
一
定
の
排
気
ガ
ス

性
能
及
び
燃
費
性
能
を
満
た
し

た
車
両
が
対
象
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
28
年
度
の
課
税
で
グ

リ
ー
ン
化
特
例
が
適
用
と
な
っ

た
車
両
に
つ
い
て
再
度
適
用
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
聴
会
を
中
止
し
、
島
根
県
都

市
計
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
意
見
公
述
の
申
込

期
間　
３
月
３
日
㈮
～
15
日
㈬

●
変
更
原
案
の
縦
覧

期
間　
３
月
３
日
㈮
～
21
日
㈫

（
閉
庁
日
、
閉
庁
時
間
を
除
く
）

場
所　
都
市
政
策
課
（
伯
太

　

）、
広
瀬　

、
島
根
県
都
市

計
画
課
（
県
庁
南　

）

そ
の
他　
原
案
は
島
根
県
都
市

計
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
公
聴
会

日
時　
３
月
22
日
㈬
15
時
～

場
所　
広
瀬
中
央　

　
　

島
根
県
都
市
計
画
課

℡
０
８
５
２-

22-

５
６
９
９

・
都
市
政
策
課

　
℡
23-

３
３
２
０

島
根
県
最
低
賃
金
が

７
１
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
島

根
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

 

島
根
県
最
低
賃
金
額
（
時
間

額
）　

７
１
８
円

　

最
低
賃
金
は
、
島
根
県
内
の

事
業
場
で
使
用
さ
れ
る
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

・
ア
ル
バ
イ
ト
労
働
者
な
ど
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
最
低
賃
金
額
に
満
た
な
い

賃
金
の
労
働
契
約
は
無
効
と
さ

れ
、
最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
。（
最
低
賃
金
法
第
４
条
）

●�

次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
結
婚
手
当
等
）

②
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
等
）

③
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、

深
夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

等
　
島
根
労
働
局
賃
金
室

　
℡
０
８
５
２-

31-

１
１
５
８

３
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

春
季
全
国
火
災予防

運
動

■
統
一
標
語
■

消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ

の
時　
そ
の
場
所
で

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
う
え
に
、
火

を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な

る
時
季
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
の

用
心
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●�

火
災
予
防
習
字
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展
示

　
市
内
の
小
学
生
か
ら
「
火

災
予
防
習
字
」
を
応
募
し
ま

し
た
。
す
べ
て
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

期
日
・
場
所

 

２
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭

　
は
く
た
文
化
学
習
館

 

２
月
24
日
㈮
～
28
日
㈫

　
プ
ラ
ー
ナ

３
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮

　
広
瀬
中
央

　

 

予
防
課

　
℡
23-

３
４
２
６

募集します。
地球温暖化対策
地域協議会委員
対象　安来市に在住の20歳以上で、地域
の地球温暖化対策に取り組める人 
募集締切　３月10日㈮まで 
任期　２年（４月１日～平成 31 年３月 31 日） 
主な活動　協議会の参加（年４回）、　　
　　　　　環境イベントの運営など 
　　 環境政策課　℡２３-３１０２

中海自然再生協議会委員
対象　協議会会議（年４回程度）に出席
し、討議に参加できる人・団体
募集期間　３月１日㈬～ 31 日㈮
任期　２年（４月１日～平成31年３月31日） 
主な活動　中海再生事業の実施状況の確
認と討議、助言や提言など
応募方法　詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

　　認定ＮＰＯ法人
自然再生センター
℡0852-21-4882

申
問

庁

庁

問

問

問

申問

申問

交

交

地
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℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
幹
部
候
補
生
、
技
術

幹
部
候
補
生

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候

補
生
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す

る
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
。

た
だ
し
、
22
歳
未
満
の
人
は
大

学
を
卒
業
し
た
人
等
（
見
込
み

も
含
む
）
※
年
齢
は
い
ず
れ
も

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
。

受
付
期
間　
３
月
１
日
㈬
～
５

月
５
日
㈮
（
必
着
）

試
験　
一
次
…
５
月
13
日
㈯
・

14
日
㈰
、
二
次
…
６
月
13
日
㈫

～
16
日
㈮
の
う
ち
指
定
す
る
１

日採
用
時
期　
平
成
30
年
３
月
下

旬
～
４
月
上
旬
。

●
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格　
▽
一
般
公
募
…
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人　

▽
技

能
公
募
…
18
歳
以
上
、
技
能
に

応
じ
て
36
歳
～
55
歳
ま
で
の
人
。

受
付
期
間　
４
月
７
日
㈮
必
着

試
験　
４
月
15
日
㈯
～
16
日
㈰

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
松
江
募
集
課

　
℡
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

島
根
で
就
職
し
ま
せ
ん
か

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

期
日　
３
月
７
日
㈫
10
時
～
16

時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

内
容　
▽
学
生
と
企
業
の
交
流

会
（
10
時
～
16
時
）　

▽
合
同

企
業
説
明
会
（
13
時
～
16
時
）

対
象　
平
成
30
年
３
月
に
、
大

学
、
短
期
大
学
な
ど
を
卒
業
予

定
の
人
お
よ
び
県
内
就
職
を
希

望
す
る
人
。

※
参
加
企
業
な
ど
、
詳
細
は
、

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
「
学
生
の

“
自
分
”
商
談
会
」
～
リ
ア
ル

ア
ド
バ
ン
ス
～

日
時　
３
月
６
日
㈪
10
時
30
分

～
16
時

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

※
詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委

員
の
選
出
方
法
が
選
挙
に
よ

る
選
出
か
ら
議
会
の
同
意
を

必
要
と
す
る
市
長
に
よ
る
選

任
制
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
担
当
区
域

に
お
け
る
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
の
た
め
の
現

場
活
動
を
行
う
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

　

安
来
市
で
は
現
在
の
農
業

委
員
の
任
期
の
終
了
後
、
平

成
29
年
８
月
か
ら
新
体
制
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
２
月
22
日
㈬
～

３
月
31
日
㈮

募
集
人
数
・
任
期　
農
業
委

員
…
19
人
（
平
成
29
年
８
月

か
ら
平
成
32
年
７
月
ま
で
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

…
36
人
（
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
た
日
か
ら
平
成
32
年
７

月
ま
で
）

任
期　
３
年
間

応
募
方
法　
「
推
薦
（
個
人
、

団
体
等
）」
と
「
応
募
（
自
薦
）」

の
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
応
募
方
法
、資
格
、職
務
内

容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
募

集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
ま
た
、
農

林
振
興
課
・
農
業
委
員
会
事

務
局
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
に
つ
い
て
…
農

林
振
興
課
℡
23-
３
３
３
０

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
つ
い
て
…
農
業
委
員
会

事
務
局
℡
23-

３
３
６
０

農
地
転
用
許
可
事
務
を

農
業
委
員
会
で
行
い
ま
す

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
権

限
移
譲
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

県
で
行
っ
て
い
た
農
地
転
用

の
許
可
事
務
を
平
成
29
年
４

月
か
ら
農
業
委
員
会
で
行
い

ま
す
。

　

市
で
許
可
事
務
を
行
う
こ

と
で
、
申
請
か
ら
許
可
ま
で

の
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
ほ

か
、
申
請
書
提
出
部
数
が
２

部
か
ら
１
部
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
類
の
提
出

期
限
は
、
従
前
の
と
お
り
毎

月
５
日
で
、
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
と
重
な
っ
た
場
合

は
翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日

と
な
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
23-

３
３
６
０

農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

問

問

申
問

問

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
に
つ
い
て
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使
用
料　
月
額
４
３
２
０
円

契
約
期
間　
平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

申
込
期
限　
３
月
10
日
㈮
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
　
商
工
観
光
課

　
　
℡
23-

３
３
４
５

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
３
月
９
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

保　

健

対
象　
平
成
28
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
３
月
７
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
３
月
16
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救

済
制
度
が
あ
り
ま
す

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
労
災
保
険

給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り

な
ら
れ
た
人
が
過
去
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
給
付
等
の
支
給
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
島
根
県
労
働
局
労
災
補
償
課

℡
０
８
５
２-

31-

１
１
５
９

新
町
駐
車
場
の
定
期
使
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

安
来
町
（
新
町
）
の
市
営
駐

車
場
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

所
在
地　
安
来
町
１
９
６
１
番

地
１

駐
車
区
画
数　
40
区
画

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
３
月
16
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
25
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当

日
朝
の
尿
。

※
人
数
に
よ
り
９
か
月
児
健
診

の
対
象
者
を
３
月
９
日
で
案
内

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

　縁結びボランティア
　「はぴこ」募集
　しまね縁結びサポートセンターでは、結婚
を望む独身男女からの結婚相談に応じ、お相
手探しなど結婚応援をしていただく縁結びボ
ランティア「島根はっぴぃこーでぃねーたー」
（愛称：はぴこ）を募集しています。
　詳細は、サポートセンターまでお問い合わ
せください。

　一般社団法人しまね縁結びサポートセンター
　℡０８５２- ６１-１１５０

　将来、市内の医療機関などに医師、看護
師などとして勤務する意志のある医学生・
看護学生などに対し、奨学金を貸与します。

対　　象　安来市出身者で、大学医学課程
または、  看護学課程もしくは、看護師養成
施設に在学する人。※安来市立病院の奨学
金制度を受けている人を除く。
奨　学　金　医　学　生…月額５万円
　　　　　看護学生…月額３万円
　　　　　無利子で貸与します。
定　　員　医学生１人程度、看護学生６人
　　　　　程度
貸与期間　原則、貸与を決定した年度の４
　　　　　月から学校を卒業する月まで。
　　　　　（申請は年度ごとに必要です）
応募期限　４月28日㈮
返還免除　市内の医療機関などに一定期間
　　　　　勤務することより、奨学金の返
　　　　　還を免除します。
　　

　　いきいき健康課　℡２３- ３２２１

平成29年度　

医学生・看護学生等の奨学生募集

結婚応援サポーター

問

伯

伯

健

健

申
問

問

問

申問
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

日
時
・
場
所　
３
月
22
日
㈬
13

時
15
分
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

日
時
・
場
所　
３
月
21
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　

▽
７
～
８
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分

場
所　

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限　
３
月
17
日
㈮

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

妊
婦
歯
科
検
診

日
時
・
場
所　
３
月
５
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、

対
象　
平
成
28
年
11
月
～
平
成

29
年
１
月
に
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
人
。

内
容　
歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

時受
講
料　
５
０
０
円

持
ち
物　
剪
定
は
さ
み
、
の
こ

ぎ
り
、
防
寒
、
雨
具
、
筆
記
用
具
。

そ
の
他　
▽
要
申
込　

▽
定
員

30
人

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
℡
23-

１
７
５
０

講
座
・
教
室

日
時　
３
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪

10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

め
い
っ
た
り
、
不
安
や
緊
張

が
強
く
な
っ
た
り
す
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
り
、

子
育
て
し
て
い
く
方
法
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　
３
月
14
日
㈫

10
時
30
分
～
12
時
、

※
託
児
あ
り

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
３
月
14
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　

▽
３
月
28
日
㈫
９
時
～
12

時
、

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
℡
23-

３
２
２
０　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

主
催
の
教
室
な
ど

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
（
要
申
込
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ

ル
ー
ン
を
使
っ
て
親
子
で
音

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
・
場
所　
３
月
23
日
㈭

10
時
30
分
～
12
時
、

●
「
マ
マ
が
元
気
に
過
ご
す
に

は
…
」（
要
申
込
）

　

親
に
な
り
子
育
て
す
る
中
で

マ
マ
の
か
ら
だ
や
心
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
お
き
ま
す
。

　

い
ら

い
ら
し

た

り
、

気
分
が

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　
一
人
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談
。

●
庭
木
剪せ
ん

定
入
門
教
室

　

自
宅
の
お
庭
を
気
軽
に
手
入

れ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
樹
木
を
使

い
、
専
門
家
が
基
礎
か
ら
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

日
時　
３
月
16
日
㈭
13
時
～
16

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
未
来
課　
℡
23-

３
２
２
２

申
問

申
問

申
問

申
問

問

問交

健

健

健

健

健 健
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相　

談

公
共
職
業
訓
練
「
４
月
入
所

受
講
生
」
を
募
集
し
ま
す

　

求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　

▽
金
属
加
工
科　

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　
４
月
４
日
㈫
～
９

月
28
日
㈭

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
締
切　
３
月
６
日
㈪

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　
３
月
３
日
㈮

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

集
中
受
講
で
上
達
し
よ
う

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
「
安
来

春
の
水
泳
教
室
」
参
加
者
募
集

　

水
の
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
。
５

日
間
連
続
受
講
で
、
め
き
め
き

上
達
し
よ
う
。
初
心
者
も
大
歓

迎
！

日
時　
３
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮

（
５
日
間
）
９
時
15
分
～
10
時

15
分

対
象　
３
歳
～
小
・
中
学
生
ま

で定
員　
60
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
４
９
６
０
円
（
本
校

会
員
は
４
４
２
０
円
）

申
込
受
付　
３
月
１
日
㈬

11
時
よ
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
に
て
受
付
開
始
。

※
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
の
お
申
し
込
み
、
予
約
な

ど
の
受
け
付
け
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

いつ発生するかわからない災害。
もしものとき身を守るために！

　　その他　入場無料。どなたでも参加できます。
　　主　催　安来市自治会代表者協議会

　市民参画課
　℡２３-３０６７

第６回　自主防災活動研修大会
　安心して安全に暮らせる地域を目指して非常時
の自主防災活動や地域の関わり方を考えましょう。

　日　時　３月４日㈯ 10 時～ 12 時
　場　所　安来節演芸館
　内　容　●自主防災組織の事例報告
　　　　　　・実松町自主防災組織
　　　　　●講演
　　　　　　演題『あなたの意識で地域を変える
　　　　　　～男女共同参画の視点で見た防災～』
　　　　　　講師　とっとり震災支援連絡協議会
　　　　　　　　　　事務局長　佐藤　淳子氏

　
　
安
来
市
民
プ
ー
ル
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
安
来

℡
22-

０
８
４
８

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所　
３
月
２
日
㈭
・

15
日
㈬
・
22
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所　
３
月
９
日
㈭
13

時
30
分
～
15
時
30
分
、
安
来
中

央内
容　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
３
月
7
日
㈫
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
松
江
保
健
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

申
問

申
問

申
問

問

第８回  安来市歴史文化講座
京都祗園祭・その本質と地方伝播
－広瀬の祗園祭を考える－

　京都祇園祭の本質と地方に伝播してい
く状況を通して、広瀬の祗園祭について
考えます。
日時　３月４日㈯ 10時～12時
場所　広瀬中央
講師　山路興造氏（元京都市歴史資料館館長）
その他　▽申込不要　▽入場無料

　　　文化課　℡２３-３２４０問

交

交
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やすぎのいちご祭り
　　　　　　 ２０１７

　ブランド「やすぎのいちご」のお祭りです。生い
ちごやいちごのお菓子の販売もあります。
日　時　３月４日㈯・５日㈰９時～ 15 時
場　所　道の駅あらエッサ
内　容
　3 月 4 日㈯　　　　　3 月 5 日㈰
　　・開催セレモニー　　・いちご試食ＰＲ
　　・お菓子販売　　　　・いっちゃんじゃんけん
　　・イチゴが当たる　　　などお楽しみイベント
　　　ガラポン抽選会　　・いちごクイズ
　　　　　　　　　　　　・数量限定いちごのハー
　　　　　　　　　　　　　トパックを安価で販売
　　　　　　　　　　　　・いちご大福販売

　　　　　　　　　　　　　　農林振興課
　　　　　　　　　　　　　　 ℡２３-３３３１

甘くておいしいイチゴが勢ぞろい

合
同
労
働
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

　
“
パ
ワ
ハ
ラ
〟“
突
然
解
雇
〟“
賃

金
不
払
〟
な
ど
、
労
働
者
と
事

業
者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
時　
３
月
５
日
㈰
10
時
～
15

時場
所　
出
雲
商
工
会
議
所
（
出

雲
市
大
津
町
）

そ
の
他　
▽
労
働
者
、
事
業
者

ど
ち
ら
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す　

▽
当
日
の
受
付
も
行

い
ま
す
が
事
前
予
約
を
優
先
し

ま
す　

▽
無
料　

▽
秘
密
厳
守

　
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
℡
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

（
要
予
約
）

日
時　
３
月
18
日
㈯
13
時
～
17

時会
場　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
売

買
、名
義
変
更
、会
社
登
記
、お
金

の
貸
し
借
り
、
借
金
、
ロ
ー
ン
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
裁
判
、
成
年
後
見

等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
。

※
司
法
書
士
会
で
は
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
平
日
12
時

30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
島
根
県
司
法
書
士
会
（
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　
▽

９
時
～
12
時　

▽
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　
▽
安
来
・
広
瀬
・

伯
太
会
場
…
９
時
～
12
時　

▽

市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）　
▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

　

▽
10
時
～
12
時　

▽

定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

ブ
リ
ス
ベ
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ブ
リ
ス
ベ

ン
市
の
小
学
生
が
安
来
市
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
一
緒
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間　
４
月
５
日
㈬
～
８
日
㈯

募
集
数　
42
家
庭
（
来
日
児
童

数
42
人
、
各
家
庭
に
１
人
）

　
安
来
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
・
仲
佐　
℡
23-

１
０
４
８

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展

　

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
可
憐

に
咲
く
花
“
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー

ズ
”
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
展
も

イ
ベ
ン
ト

やすぎのいっちゃん

遊びに来てネ

申
問

問

問

問

問

交

交

同
時
開
催
。

ひ
な
祭
り
の

花
餅
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り

ま
す
。 

日
時　
３
月
12
日
㈰
10
時
～
16

時場
所　
飯
梨

　
飯
梨　
℡
28-

８
３
４
６
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「スポーツ安全保険」に加入しませんか
（平成29年度の受付は３月１日㈬から）

スポーツ、文化・ボランティア・地域活動を行う４人以上の団体（グループ）が対象です
    対象となる事故   団体活動中の事故（往復の移動中を含む）   　　保険期間  ４月１日～平成30年３月31日

※１　平成29年4月1日と掛け金の支払い手続きを行う日のいずれか遅い日の満年齢を基準とします。
※２　Ａ２区分には65歳以上の人も加入いただけます。

●スポーツ安全協会のホームページ（http://www.sportsanzen.org）で、インターネットからの加入
　受付を行っています。詳しくは、同ホームページをご覧ください。

　　スポーツ安全協会島根県支部 ℡０８５２-２１-５３８８　・地域振興課 ℡２３-３０７５

   加入区分・掛金・補償額   （加入区分は下表のほかにもあります）

加入対象者 補償対象となる
団体活動

加入
区分

年間掛金
（１人当たり）

損害保険金額
賠償責任保険

（限度額）死亡 後遺障害
（最高）

入院（日額）
通院（日額）

子ども
（中学生以下）

スポーツ活動、文化・
ボランティア・地域活動 Ａ１ 800 円 2,000 万円 3,000 万円

4,000 円

身体・財物賠償
合算１事故５億円

ただし身体賠償は
一人１億円

1,500 円

大　人
（高校生以上）

スポーツ活
動、指導・

 審判

64歳以下
※１

Ｃ 1,850 円 2,000 万円 3,000 万円
4,000 円
1,500 円

65歳以上
※１

Ｂ 1,200 円 600 万円 900 万円
1,800 円
1,000 円

文化・ボランティア・地
域活動、団体員の送迎、
応援、準備、片付け

Ａ２
※２

800 円 2,000 万円 900 万円
4,000 円

1,500 円

展
示
内
容

●
日
本
遺
産
認
定 

た
た
ら
製

鉄
用
具
２
５
０
点（
常
設
展
示
）

●
安
来
神
社
協
賛　

同
時
特
別
展
示　

松
本
春
々
作

安
来
神
社
夏
季
例
祭
奉
納
屋
臺
絵
巻
（
安
来
市
指
定
文
化
財
）

　

 ▼
特
別
講
演
①　
３
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時　

　
講
題　
「
明
治
期
の
安
来
の
文
化
事
情
～
自
由
闊
達
な
風
土
～
」

　
講
師　
並
河
健
藏
氏

▼
特
別
講
演
②　
３
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～
14
時
30
分　

　
講
題　
（
仮
題
）「
卜
藏
新
田
の
歴
史
」

　
講
師　
島
田
篤
紀
氏

　
※
入
場
無
料
、
予
約
不
要
。
た
だ
し
、
席
に
限
り
あ
り
。

　　
　
和
鋼
博
物
館
℡
23-

２
５
０
０

日
本
遺
産
認
定

記
念
特
別
展

　
　
　
　
　
期
間　

３
月
４
日
㈯
～
４
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　
場
所　

和
鋼
博
物
館　
　
　
　
　

 

　

●
日
本
遺
産
認
定　

松
本
春
々
作

玉
鋼
縁
起
（
全
巻
展
示
）

問

申問
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産
地
の
食
べ
比
べ
で
高
評
価

　

ボ
タ
ン
肉
と
呼
ば
れ
る
イ
ノ
シ
シ

の
肉
。
山
野
を
駆
け
巡
っ
た
天
然
の

肉
は
、
脂
肪
が
少
な
く
引
き
締
ま
り
、

栄
養
価
も
高
い
。
ま
さ
に
森
か
ら
の

贈
り
物
で
す
。
最
近
は
ジ
ビ
エ
（
野

生
鳥
獣
の
食
肉
）
料
理
が
ブ
ー
ム
と

な
り
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
イ
ノ
シ
シ
肉
の
解
体
処
理

や
販
売
を
行
う
「
ひ
ろ
せ
マ
タ
ギ
倶

楽
部
」
が
、
１
月
20
日
に
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
肉
の
頂
点
を

▼
市
内
が
積
雪
で
真
っ
白
に
な
っ

た
１
月
25
日
、表
紙
撮
影
の
た
め
、

安
来
保
育
所
に
。
校
庭
で
カ
メ
ラ

を
構
え
た
瞬
間
、
何
の
前
触
れ
も

な
く
子
ど
も
た
ち
の
雪
玉
が
一
斉

に
こ
ち
ら
へ
飛
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
終
始
標
的
に
。
お
か
げ
で

雪
玉
ア
ッ
プ
と
弾
け
る
よ
う
な
笑

顔
の
快
作
が
撮
れ
ま
し
た
。
ち
な

み
に
一
番
効
い
た
の
は
、
背
中
に
雪

玉
を
入
れ
ら
れ
る
攻
撃
で
す
。（
山
）

▼
今
号
の
編
集
終
盤
に
朗
報
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
28
年
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙
の
部
門
で
当

紙
が
入
選
に
。
取
材
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
情
報
提
供
・
校

正
に
協
力
し
て
く
れ
た
同
僚
、
そ

し
て
指
導
頂
い
た
先
輩
に
感
謝
で

す
。
広
報
紙
は
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
の
架
け
橋
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
読
み
や
す
い
、
読
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（
の
）

決
め
る
第
１
回
日
本
猪
祭
り
で
準
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
審
査

は
各
産
地
か
ら
出
品
さ
れ
た
肉
を
産

地
を
隠
し
て
来
場
者
が
食
べ
比
べ
、

気
に
入
っ
た
肉
に
投
票
す
る
形
で
行

わ
れ
、
全
国
17
府
県
29
産
地
の
中
か

ら「
し
ま
な
み
イ
ノ
シ
シ
活
用
隊
」（
愛

媛
県
）
に
次
ぐ
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。
ひ
ろ
せ
マ
タ
ギ
倶
楽
部
は
、

猟
師
や
イ
ノ
シ
シ
加
工
を
行
う
13
人

が
メ
ン
バ
ー
。
広
瀬
地
内
に
加
工
場

を
持
ち
、
イ
ノ
シ
シ
の
解
体
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
分
け
、精
肉
、販
売
ま
で
を
行
っ

て
い
ま
す
。会
長
の
村
本
博
志
さ
ん
は

「
受
賞
に
驚
い
た
が
、
品
質
に
は
自

信
が
あ
っ
た
の
で
、
ひ
そ
か
に
期
待

を
し
て
い
ま
し
た
」
と
喜
び
ま
す
。

安
来
の
森
が
育
て
た
上
質
な
肉

　

村
本
会
長
に
よ
る
と
、
天
然
の
恵

み
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
は
味
に
違
い
が

出
に
く
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

産
地
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
で
す
。

　

違
い
の
一
つ
は
加
工
処
理
。
素
早

く
し
っ
か
り
と
し
た
血
抜
き
処
理
と

内
蔵
除
去
を
行
う
こ
と
で
“
臭
く
て

か
た
い
”
と
い
っ
た
一
般
的
な
イ
ノ
シ

シ
肉
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
な
り

ま
す
。
同
倶
楽
部
で
は
こ
の
処
理
を

徹
底
し
、
さ
ら
に
部
位
に
よ
っ
て
加

工
方
法
を
変
え
、
品
質
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
イ
ノ
シ
シ
自
体
の
品

質
の
良
さ
で
す
。
安
来
の
山
々
で
育
っ

た
イ
ノ
シ
シ
は
シ
イ
の
実
、
ド
ン
グ

リ
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
上
質
な
エ
サ
を

主
食
と
し
て
お
り
、
時
に
は
霜
降
り

を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
、
質

の
高
い
肉
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
イ
ノ
シ
シ
は
日
本
で
古
く
か
ら
食

べ
ら
れ
て
き
た
肉
で
、
ヘ
ル
シ
ー
で

栄
養
が
豊
富
。
ウ
シ
や
ブ
タ
の
よ
う

に
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
い
つ
か
ジ
ビ
エ
と
い
う
線
引
き

を
と
り
た
い
で
す
」
と
村
本
さ
ん
。

２
月
に
は
学
校
給
食
で
イ
ノ
シ
シ
肉

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

※
マ
タ
ギ
倶
楽
部
が
提
供
す
る
肉
は
、

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
、
比
田
い
き
い
き

市
場
な
ど
で
販
売
中
。

■
問
い
合
わ
せ　

ひ
ろ
せ
マ
タ
ギ
倶

楽
部
・
村
本
℡
＆
FAx 
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▼木製の賞状を手にする倶楽部の皆さん。左端は村本博志会長。

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H29.1.31現在

（男:19,093人　女:20,768人）
3 9 , 8 6 1 人

1 4 , 2 3 2 世 帯

平
成

29年
３

月
号

猪肉が全国準グランプリ
  ひろせマタギ倶楽部（広瀬地区）

▲倶楽部が提供する脂がのったお肉。


